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中間断熱で内外壁を同時打設

　　　新体育館　完成
（１３） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　６月３０日　（金曜日）

　年に創立周年を迎える中村学園は、学園祖中村
ハル先生の教育理念に基づき、一貫して人間教育を実践
してきました。その中でも中村学園女子高等学校は、健
やかな心と身体を育む部活動において、日本一連覇とい
った優秀な成績を収めてきました。
　旧体育館は年に建設された建物で、様々な体育館
競技において現在の公式コートサイズに対応出来ないな
どのため、年より新体育館への建て替え計画を進め
てきました。建て替えの際には、限られた敷地内で生徒
の教育活動への影響を最小限にするため、旧体育館横の
敷地に新体育館のサブアリーナを先に建設しました。
　サブアリーナで体育館での授業を行える環境を整備し
た後に旧体育館を解体し、新体育館を増築する計画を採
用したことで工期が長くなりましたが、コロナ禍の建築
工事であったにも関わらず設計施工に関わられた皆様の
おかげで、体育館での教育活動を止めずに続けることが
出来ました。
　新体育館の天井高は最大㍍確保しつつも建物自体の
高さは抑えた設計で、地域の方への騒音やプライバシー
にも配慮して整備されており、今後も地域の発展と共に
生徒の健全な心身の成長に寄与する施設となることを願
っています。

　体育館の建て替えにあたり、全く体育館が無い状況を
回避すべく、工事を２期に分ける計画としました。
　工事が２期に分かれていることと、周囲への圧迫感軽
減という観点から、建物ボリュームを四つの体育施設＋
部室棟の五つに分節し、中庭を含む豊かな共用部でつな
ぐ構成としました。
　校舎とは既存の道路上空通路を延伸し接続していま
す。

　新体育館は高校校舎の特徴を引き継ぎ、三つのコンセ
プトを軸に設計しました。
　一つめは「キャンパスアイデンティティの継承」です。
校舎の赤い縦基調のデザインエッセンスを継承し、新体
育館にも同色のルーバーを設けました。これは校舎を含
む施設全体の連帯感に寄与するだけでなく、南西面の日
射遮蔽および外部からの視線を効果的に遮る配置をシミ
ュレーションにて導き出し、構成しています。
　二つめは「自然を感じる学校」であることです。共用
部には光・風・緑を取り込む中庭があり、自然採光・自
然換気が行える計画としました。また、福岡市の主風向
である南北方向の風を効果的に取り入れられるよう、各
体育施設には南北面に換気のできる窓を設けています。
　三つめは「コミュニケーションを誘発する施設」であ
ることです。中庭や吹抜けを介して視線が通り、様々な
活動のシーンを感じられる計画としています。随所にベ
ンチを設け、仲間とのコミュニケーションにも寄与する
体育館を目指しました。
　パンデミックを経て改めて見直されている、「自然と
人」または「人と人」との明るく活き活きとした繋がり
を、この体育館で育まれていくことを期待しています。
　株式会社日建設計　設計グループ

　リ　ヨンソク　古川　智子

■名　　　称：中村学園体育館
■所　在　地：福岡市城南区鳥飼７丁目番１ほか
■建　築　主：学校法人中村学園
■設計・監理：株式会社日建設計
■施　　　工：株式会社鴻池組九州支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■構造・規模：ＲＣ一部ＳＲＣ、Ｓ造３階建て延べ，．㎡
■工　　　期：年４月７日～年６月日多目的室 武道場
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上空から見た敷地

コリドール エントランス

南西側からの外観 中庭


